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中
国
共
産
党
第
一八
回
党
大
会
は
、
二
〇
一
二
年
下
半
期
に
開
催
す
る
。

次
期
大
会
で
は
、
ト
ッ
プ
で
あ
る
総
書
記
以
下
、
政
治
局
常
務
委
員
の
う

ち
、
大
幅
な
入
れ
替
え
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
ト
ッ
プ
を
選
出
す
る
中

央
委
員
会
人
事
は
、
す
で
に
地
方
書
記
・
省
長
の
入
れ
替
え
の
な
か
で
進

行
し
て
い
る
。
政
治
局
常
務
委
員
は
七
人
の
入
れ
替
え
が
有
力
視
さ
れ
て

お
り
、
焦
点
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
誰
が
入
局
す
る
か
で
あ
る
。

　
一
八
回
党
大
会
の
政
治
局
常
務
委
員
は
九
人
と
し
て
、
筆
者
は
、
習

近
平
、
李
克
強
、
王
岐
山
、
劉
雲
山
、
李
源
潮
、
汪
洋
、
張
高
麗
、
兪

正
声
、
薄
熙
来
を
「
当
確
」
と
し
て
有
望
と
み
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
は
、

現
政
治
局
員
で
は
、
劉
延
東
、
張
徳
江
ら
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
。
中
央

委
員
か
ら
の
「
大
抜
擢
」
の
可
能
性
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
名
前
を
挙

げ
る
と
す
れ
ば
、
周
強
（
湖
南
省
書
記
）、
胡
春
華
（
内
蒙
古
書
記
）、
孫

政
才（
吉
林
省
書
記
）ら
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
三
人
と
も
、「
六
〇
後
」

（
一九
六
〇
年
代
生
ま
れ
）
の
「
次
の
次
」
の
有
望
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

　

政
治
局
常
務
委
員
に
選
出
さ
れ
る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
必

要
で
あ
る
。
①
「
留
七
下
八
」、
つ
ま
り
、
六
七
歳
は
就
任
な
い
し
留
任
可
、

六
八
歳
は
引
退
、
と
い
う
年
齢
制
限
で
あ
る
。
②
次
に
、「
地
方
二
ヵ
所
の

勤
務
経
験
」、
地
方
勤
務
経
験
の
有
無
と
で
き
れ
ば
、
内
陸
地
方
の
経
験
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
③
「
長
老
の
支
持
」、
江
沢
民
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
前
期
の
政
治
局
常
務
委
員
経
験
者
の
支
持
を
得
ら
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
④
胡
錦
濤
（
共
青
団
）
の
支
持
と
次
期
総
書
記
習
近
平
（
太

子
党
）
の
意
向
。
こ
う
し
た
条
件
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
が
上
記
九
人

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
証
券
（
香
港
）
産
業
調
査
ア
ナ
リ
ス
ト

稲
垣
清

い
な
が
き　

き
よ
し

一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
三
菱
総
合
研
究

所
入
社
。
三
菱
総
合
研
究
所
香
港
駐
在
事
務
所

長
、
香
港
支
社
長
を
経
て
現
職
。
著
書
に
『
面

白
い
ほ
ど
わ
か
る
！
い
ま
の
中
国
』『
一
目
で
わ
か

る
中
国
進
出
企
業
地
図
』
な
ど
が
あ
る
。

来
年
秋
の
党
大
会
で
指
導
部
が
交
代
す
る
中
国
。

こ
れ
か
ら
一
〇
年
の
難
し
い
局
面
を
担
う

次
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
予
測
す
る
！

次
の
政
治
局
常
務
委
員
は
誰
か

―
―
次
世
代
指
導
者
た
ち
の
素
顔
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で
あ
る
。
総
じ
て
、
胡
錦
濤（
共
青
団
）の
力
よ
り
、
江
沢
民（
太
子
党
）の
力

が
強
い
と
み
る
。

　

政
治
局
常
務
委
員
は
、
党
内
地
位
に
よ
り
国
家
重
要
ポ
ス
ト
を
兼
務
す

る
慣
わ
し
で
あ
る
。
総
書
記
は
国
家
主
席
、
軍
事
委
員
会
主
席
を
兼
ね
る
。

二
〇
一
二
年
党
大
会
で
、
習
近
平
が
総
書
記
に
選
出
さ
れ
る
の
は
確
実
と

し
て
、
焦
点
は
胡
錦
濤
が
軍
事
委
員
会
主
席
の
地
位
に
と
ど
ま
る
か
ど
う

か
で
あ
る
。
胡
錦
濤
の
前
任
の
江
沢
民
は
、
〇
二
年
に
総
書
記
の
地
位
を

胡
錦
濤
に
譲
っ
た
も
の
の
、
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
の
ポ
ス
ト
は
〇
四
年

ま
で
維
持
し
た
。
江
沢
民
の
前
任
者
で
あ
る　

小
平
の
前
例
に
従
っ
た
の

み
な
ら
ず
、
江
沢
民
は
今
日
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
上
海
閥
」
の
代
表
的
存

在
と
し
て
党
内
で
の
影
響
を
残
し
て
い
る
。

　

胡
錦
濤
が
二
〇
一
二
年
の
党
大
会
以
後
、
軍
事
委
員
会
主
席
の
地
位

を
維
持
す
る
か
、
す
る
と
す
れ
ば
、
い
つ
ま
で
か
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、

胡
錦
濤
は
一
三
年
の
全
人
代
で
、
国
家
主
席
（
国
家
軍
事
委
員
会
主
席
）

の
地
位
も
憲
法
の
「
三
選
禁
止
」
に
よ
り
辞
任
す
る
こ
と
が
規
定
路
線
で

あ
る
。

　

総
書
記
に
続
く
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー
は
、
現
在
は
全
人
代
委
員
長
の
呉
邦
国

で
あ
る
。
江
沢
民
時
代
の一四
期
は
李
鵬
総
理
、一五
期
は
同
じ
く
李
鵬
で

あ
る
が
、
兼
務
職
は
総
理
か
ら
全
人
代
委
員
長
に
転
任
し
た
。
つ
ま
り
、

兼
務
職
よ
り
も
党
内
序
列
が
優
先
す
る
の
が
伝
統
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年

の
党
大
会
で
は
、
習
近
平
に
続
く
、
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー
は
李
克
強
と
な
り
、

兼
務
職
は
一
三
年
に
行
わ
れ
る
国
家
人
事
で
の
総
理
、
と
い
う
の
が

ほ
ぼ
決
定
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
残
る
七
人
の
候
補
者
の
兼
務
職
か
ら

み
る
と
、
李
克
強
と
総
理
の
椅
子
を
争
う
王
岐
山
は
、
最
終
的
に
常
務
副

習近平
2011年10月の共産党結成 90 周年式典で
の習近平・国家副主席（ロイター/アフロ）
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総
理
と
な
ろ
う
。
劉
雲
山
は
現
在
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
担
当
で
あ
る
李
長
春
の

後
任
と
な
ろ
う
。
李
源
潮
は
党
内
で
は
書
記
処
担
当
で
あ
る
が
、
兼
務
職

を
あ
え
て
当
て
は
め
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
（
紀
律
検
査
委
員
会
書

記
あ
る
い
は
国
家
副
主
席
と
の
説
も
あ
る
）。

　

汪
洋
と
薄
熙
来
は
、
何
か
と
比
較
さ
れ
る
候
補
者
で
あ
る
が
、
政
治
局

常
務
委
員
の
残
り
一席
を
両
者
が
争
う
と
い
う
構
図
で
は
な
い
。
現
時
点
で

は
、
両
者
と
も
有
力
候
補
で
あ
ろ
う
。
兼
務
職
が
問
題
で
あ
る
。
両
者
と

も
に
、
地
方
書
記
、
し
か
も
重
慶
書
記
の
前
任
者
と
現
書
記
と
い
う
立
場

で
あ
り
、
汚
職
・
腐
敗
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
行
っ
て
い
る
。
紀
律
検
査
委

員
会
書
記
（
現
書
記
賀
国
強
）
な
い
し
政
法
委
書
記
（
周
永
康
）
の
地
位

が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
両
者
は
国
家
副
主
席
に
就
く
可
能
性
も

あ
る
。
兪
正
声
は
候
補
者
の
中
で
最
年
長
（
二
〇
一二
年
で
六
七
歳
）
で
あ

る
。
年
齢
的
に
は
ギ
リ
ギ
リ
で
あ
る
が
、
病
気
か
ら
回
復
し
、
そ
の
健
在
ぶ

り
を
誇
示
し
た
江
沢
民
の
バ
ッ
ク
が
あ
り
、
入
局
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　

北
京
の
消
息
筋
に
よ
れ
ば
、
江
沢
民
前
総
書
記
は
、
あ
る
外
国
人
と
の

会
見
の
際
、
自
ら
「
兪
正
声
同
志
は
す
ば
ら
し
い
」
と
絶
賛
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
江
沢
民
の
支
持
と
上
海
万
博
の
成
功
を
引
き
下
げ
て
の
入

局
が
有
力
視
さ
れ
る
。
兼
務
職
は
、
一
期
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高
い
が
、

全
人
代
委
員
長
、
政
協
主
席
、
国
家
副
主
席
あ
る
い
は
、
政
法
委
書
記
が

候
補
で
あ
ろ
う
。

　

政
治
局
常
務
委
員
候
補
を
年
代
か
ら
み
る
と
、「
四
〇
後
」（
一九
四
〇
年

代
生
ま
れ
）
が
王
岐
山
、劉
雲
山
、劉
延
東
、
兪
正
声
、薄
熙
来
、張
徳
江
、

張
高
麗
の
七
人
で
あ
る
。「
五
〇
後
」（
五
〇
年
代
生
ま
れ
）
は
習
近
平
、
李

克
強
、
李
源
潮
、
汪
洋
の
四
人
で
、
人
数
で
は
「
四
〇
後
」
が
上
回
る
。
し

か
し
、「
六
〇
後
」（
六
〇
年
代
生
ま
れ
）
の
三
人
が
、「
二
階
級
特
進
」（
中

央
委
員
か
ら
の
抜
擢
）
に
よ
っ
て
入
局
す
る
可
能
性
は
少
な
い
と
み
る
。

新
指
導
部
有
力
者
に
迫
る

習
近
平

　

習
近
平
は
、
中
国
共
産
党
の
元
老
で
広
東
省
書
記
、
副
首
相
、
全
人
代

副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
た
習
仲
勲
の
息
子
で
あ
る
。
中
学
校
は
高
級
幹

部
子
弟
校
で
あ
る
「
八
一中
学
」、
清
華
大
学
と
大
学
院
を
卒
業
し
、
法
学

博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
な
お
、
習
近
平
夫
人
の
彭
麗
媛
は
解
放

軍
総
政
治
部
歌
舞
団
所
属
の
著
名
か
つ
国
家
一級
の
歌
手
で
あ
り
、
軍
衛
で

は
少
将
の
肩
書
き
を
持
つ
。
習
近
平
を
知
ら
な
い
庶
民
も
、
彭
麗
媛
は
知
っ

て
い
る
。

　

習
近
平
は
高
級
幹
部
の
子
弟（
太
子
党
）で
あ
る
が
、身
の
振
る
舞
い
は「
謙

虚
」「
平
凡
」
と
の
評
価
が
も
っ
ぱ
ら
で
あ
り
、
高
級
幹
部
の
特
権
を
振
り

か
ざ
さ
な
い
こ
と
で
も
評
価
が
高
い
。
い
く
つ
も
の
逸
話
が
あ
る
が
、
そ
の

ひ
と
つ
を
紹
介
す
る
と
、
浙
江
省
書
記
に
就
任
し
た
際
、
省
外
視
察
の
送

迎
を
や
め
た
こ
と
、
外
国
人
を
招
い
た
食
事
で
も
ワ
イ
ン
だ
け
で
、
簡
素
化
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を
提
案
し
て
い
る
。

李
克
強
　

　

共
青
団
中
央
第
一
書
記
出
身
で
あ
り
、
早
く
か
ら
胡
錦
濤
の
後
継
者
の

有
力
候
補
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
の
党
大
会

で
は
、政
治
局
常
務
委
員
に
は
昇
格
し
た
も
の
の
、大
方
の
予
想
に
反
し
て
、

習
近
平
よ
り
序
列
が
下
と
な
っ
た
。
次
期
政
権
交
代
年
と
な
る
一
三
年
に

は
温
家
宝
の
後
任
総
理
に
就
任
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　

北
京
大
学
卒
業
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
の
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
っ

た
が
、
共
青
団
へ
の
道
を
選
ん
だ
。
同
級
生
に
は
米
国
留
学
組
も
多
い
。

二
〇
一一
年
八
月
の
香
港
訪
問
時
、
香
港
大
学
創
立一〇
〇
周
年
記
念
式

典
で
の
演
説
の
中
で
、
一
部
英
語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
、
そ
の一
端

を
垣
間
見
せ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

王
岐
山

　

王
岐
山
の
こ
と
を
、西
側
報
道
機
関
は「
問
題
処
理
専
門
家
」（Problem

- 
solver

）
と
呼
ぶ
。
二
〇
〇
〇
年
の
広
東
省
副
省
長
と
し
て
、
破
綻
し
た
広

東
省
国
際
信
託
投
資
公
司
（
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
問
題
の
処
理
、
〇
三
年
の
新
型

李克強
2011年 8月、香港の政財界要人を訪問中の李克
強・副首相（AP/アフロ）

王岐山
2011年 9月、英中経済対話に臨む王岐山・副
総理（ロイター/アフロ）
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肺
炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
蔓
延
に
際
し
て
は
、
北
京
市
長
と
し
て
問
題
処
理
に

当
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

王
岐
山
の
別
の
呼
び
方
で
定
着
し
て
い
る
の
が
、「
太
子
党
」
で
あ
る
。

正
確
に
は
、「
金
亀
族
」（
娘
婿
派
）
で
あ
り
、
岳
父
が
元
副
総
理
の
姚
依

林
（
一九一七
〜
九
四
年
）
で
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
の
党
大
会
で
、
政
治
局
常
務
委
員
に
昇
格
す
る
可
能
性

が
高
い
が
、
焦
点
は
兼
務
職
で
あ
る
。
温
家
宝
総
理
の
後
継
と
み
る
向
き

も
あ
り
、
李
克
強
、
汪
洋
（
広
東
書
記
）
ら
と
の
争
い
と
な
る
。

汪
洋

　

汪
洋
は
第
五
世
代
を
代
表
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
一人
で
あ
り
、
安
徽
省
出

身
で
あ
る
。一七
歳
の
時
、
父
親
を
亡
く
し
、
母
親
を
助
け
る
た
め
、
中
卒

で
食
品
会
社
に
就
職
。
習
近
平
、
李
克
強
ら
第
五
世
代
の
有
力
リ
ー
ダ
ー

が
清
華
大
学
や
北
京
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、

汪
洋
は
就
職
後
、
よ
う
や
く
通
信
教
育
で
中
国
科
技
大
学
を
卒
業
し
た
、

い
わ
ば
苦
労
人
で
あ
る
。

　

銅
陵
市
長
時
代
、
汪
洋
の
発
表
し
た
「
目
覚
め
よ
、
銅
陵
！
」
と
い
う

論
文
が
あ
る
。
こ
の
論
文
を
読
ん
だ　

小
平
が
、「
有
能
な
人
材
」
と
褒
め
、

朱
鎔
基
が
「
若
い
の
に
大
胆
」
と
褒
め
た
た
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

李
源
潮
　

　

人
呼
ん
で
中
国
の
「
人
事
部
長
」。
中
共
老
幹
部
李
幹
の
息
子
で
、
共

青
団
中
央
出
身
で
あ
り
、
胡
錦
濤
総
書
記
が
共
青
団
中
央
書
記
時
代
に
、

そ
の
下
で
働
い
て
い
た
。
共
青
団
を
中
心
と
し
て
、
文
化
・
宣
伝
関
係
の
要

職
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
江
蘇
省
で
活
躍
、
〇
二
年
に
は
中
央
候
補

委
員
に
選
出
さ
れ
、
江
蘇
省
書
記
に
就
任
し
た
。
〇
三
年
に
は
日
本
を
訪

問
し
、
小
泉
首
相
（
当
時
）
に
も
会
っ
て
い
る
。一七
回
党
大
会
で
は
中
央

候
補
委
員
か
ら
中
央
委
員
を
超
え
て
、
政
治
局
員
と
な
り
、
さ
ら
に
中
央

李源潮
2011年 6月、北朝鮮を訪問する中国共産党代表団。写真手前左が
李源潮・中国共産党中央政治局委員、隣に立つのは金正日・総書記

（Landov/アフロ） 
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表　党トップ人事――政治局常務委員候補予測

生年 　　現在の地位 　 2012年党大会（兼務職） 　　　備考

習近平 1953年 政治局常務委員
国家副主席
中央軍事委副主席

総書記
国家主席
軍事委副主席（主席）

当確

当確

当確

当確

当確

当確

当確

当確

当確

李克強 1955年 政治局常務委員
国務院副総理（常務）

政治局常務委員
 （次期総理）

王岐山 1948年 政治局員
国務院副総理

政治局常務委員
 （次期常務副総理） 総理候補でもある

が、1期のみ

劉雲山 1947年 政治局員
党中央宣伝部長

政治局常務委員
イデオロギー担当

李源潮 1950年 政治局員
党組織部長

政治局常務委員
書記処書記（筆頭）

汪　洋 1955年 政治局員
広東書記

政治局常務委員
 （国家副主席）

張高麗 1946年

1946年

1946年

政治局員
天津書記

政治局常務委員
 （政法委書記）

張徳江 政治局員
国務院副総理

政治局常務委員 有望とみる向きも
多い

兪正声 1945年 政治局員
上海書記

政治局常務委員
 （全人代委員長） （兼務職は流動的）

薄熙来 政治局員
重慶書記 

政治局常務委員
 （紀律検査委員会書記） 全人代委員長、

政法委書記の可能
性もある

劉延東 1949年 政治局員
国務委員

政治局常務委員 女性の常務委員は
 過去になし
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組
織
部
長
に
就
任
し
、
地
方
人
事
を
断
行
、
精
力
的
に
国
内
を
飛
び
回
っ

て
い
る
。
一
二
年
一八
回
党
大
会
に
お
い
て
、
政
治
局
常
務
委
員
へ
の
昇
格

が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

「
次
の
次
」
は
誰
か

　
一
九
六
〇
年
代
（
五
〇
歳
以
下
）
の
高
官
は
中
央
・
地
方
合
わ
せ
て

一〇
〇
人
近
く
い
る
が
、
こ
の
中
で
、「
次
の
次
」
の
有
力
候
補
が
、
吉
林
省

の
孫
政
才（
六
三
年
生
ま
れ
）、内
蒙
古
自
治
区
の
胡
春
華（
六
三
年
生
ま
れ
）、

湖
南
省
の
周
強
（
六
〇
年
生
ま
れ
）
の
三
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
省
長
ク
ラ

ス
で
は
、
新
疆
自
治
区
主
席
の
努
爾
・
白
克
力
（
六
一
年
生
ま
れ
）、
福

建
省
長
の
蘇
樹
林
（
六
二
年
生
ま
れ
）、そ
し
て
河
北
省
長
の
張
慶
偉
（
六
三

年
生
ま
れ
）
の
三
名
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、「
六
〇
後
」
の
有
力
候
補
が

二
〇
一
二
年
の
党
大
会
で
常
務
委
員
ま
で
上
が
る
可
能
性
は
な
い
、
と
み

る
。

　

周
強
は一九
六
〇
年
生
ま
れ
、
七
八
年
に
湖
北
省
重
慶
に
あ
る
西
南
政
法

大
学
に
入
学
、
修
士
課
程
を
終
え
、
司
法
部
に
入
る
。
当
時
の
司
法
部
長

蕭
楊
（
前
最
高
人
民
法
院
長
）
の
秘
書
（
弁
公
庁
副
主
任
）
を
務
め
、
法

制
司
長（
局
長
）を
経
て
、九
五
年
か
ら
共
青
団
中
央
に
転
属
す
る
。
そ
の
後
、

過
去
の
共
青
団
中
央
書
記
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
と
同
様
に
、
地
方
に
転
じ
て

い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
「
中
部
博
」
参
加
の
た
め
鄭
州
滞
在
中
、
河
南
省
博
物
館

に
お
い
て
、
偶
然
、
湖
南
省
の
周
強
省
長
に
会
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、

参
観
中
の
省
長
に
飛
び
込
み
挨
拶
を
し
た
と
い
う
の
が
正
確
で
あ
る
。

し
か
し
、
省
長
は
い
や
な
顔
も
せ
ず
、
名
刺
交
換
と
撮
影
に
応
じ
て
く

れ
、
次
回
長
沙
訪
問
の
折
、
会
見
し
た
い
と
い
う
と
、
快
く（
？
）応
じ

て
く
れ
た
。

　

胡
春
華
の
出
身
は
湖
北
省
五
峰
（
現
在
、
省
都
の
武
漢
ま
で
四
〇
〇
キ

ロ
の
恩
施
土
家
族
自
治
州
）、
地
元
の
中
学
を
昔
の
科
挙
試
験
（
進
士
）
で

い
え
ば
、「
状
元
」
す
な
わ
ち
、
首
席
で
卒
業
し
、一六
歳
で
北
京
大
学
中

文
系
に
入
学
す
る
。
中
国
の
大
学
入
学
年
齢
は一般
に
一八
歳
で
あ
る
か
ら
、

い
わ
ば
「
飛
び
級
」
で
入
学
し
た
わ
け
で
あ
る
。一九
八
三
年
に
北
京
大
学

を
卒
業
、
と
同
時
に
中
国
共
産
党
に
入
党
、
そ
し
て
前
後
二
〇
年
近
く
勤

務
す
る
こ
と
に
な
る
チ
ベ
ッ
ト
行
き
を
志
願
、
自
ら
の
運
命
を
す
で
に
決
め

て
い
た
の
で
あ
る
。
否
、一六
歳
で
す
で
に
共
産
党
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
こ
と
を

目
指
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
一九
八
九
年
チ
ベッ
ト
騒
乱
の
折
に
は
、
当
時
、
チ
ベッ
ト
書
記
で
あ
っ
た

胡
錦
濤
の
秘
書
を
務
め
、
騒
乱
鎮
圧
の
功
績
を
担
う
。
こ
の
折
、
胡
錦
濤

の
信
頼
を
得
、
今
日
ま
で
上
り
詰
め
た
と
い
え
る
。

　

二
〇
一七
年
に
は
、
胡
春
華
は
五
五
歳
、
胡
錦
濤
が
総
書
記
に
な
っ
た
年

齢
（
六
〇
歳
）
よ
り
五
歳
若
く
、
総
書
記
に
な
る
に
は
や
や
早
い
が
、
胡
錦

濤
が
政
治
局
常
務
委
員
に
な
っ
た
年
齢
と
同
じ
で
あ
る
。
同
じ
道
を
歩
む

可
能
性
は
あ
り
う
る
。
■


